
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 
神奈川県教育委員会教育長 殿                      提出日：令和６年４月 19日 

学校名：県立津久井浜高等学校  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 21日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学習意
欲を高め、未来
を切り拓くこと
のできる自立し
た学習者を育て
る。そのための
教育課程を編成
する。 
②生徒の主体性
を育むため学校
行事・探究活動
等 を 活 性 化 さ
せ、社会に通用
する人間を育て
る。 

①ICT 機器・一
人一台端末を生
かした学習活動
について実践を
積み上げるとと
もに、主体的・
対話的で深い学
びを目指した授
業改善を行う。 
②行事や探究活
動を通じ、自ら
考え行動し、課
題を解決する力
を身につけさせ
る。 

①一人一台端末を
生かした学習活動
の実践を積み上げ
られるよう２学期
に校内研修会など
を通じて、主体
的・対話的で深い
学びを目指して授
業改善を行う。 
 
②行事に係の生徒
の役割を作り運営
を通して達成感を
経験させる。 
 

①一人一台端末
を用いた授業実
践について、単
元の中で適切に
学習活動を設定
することができ
たか。また、生
徒が主体的、対
話的で深い学び
を実感できる授
業を行うことが
できたか。 
 
②行事の中に生
徒の役割が分担
され、主体的に
運営する場が確
保されたか。 

①一人一台端末を用いた授業

実践について、単元の中で適

切に学習活動を設定できるよ

うになってきた。また、一人

一台端末を活用した授業研究

を行い、生徒が主体的、対話

的で深い学びを実感できる授

業を行うことができるように

なってきた。 

 

①学習効果および学習意欲を

高めることを目的に、次年度

より学習支援アプリ Classi、

ロイロノートを導入すること

とした。 

 

②６月のスポーツフェスタ、

９月の津浜祭では、３年生を

中心に自主的に活動し、今後

の行事運営の見本となった。 

①様々な活用方法を共有する

ために、校内研修会および研

究授業を定期的に開催する必

要がある。 

 

①Classi やロイロノートの活

用および評価について、業者

からの情報や他校の状況等も

参考にしながら検証する必要

がある。 

 

 

②委員会活動も含めてさらに

学校全体で生徒が役割分担し

た行事運営をできるように指

導していく。 

[３年保護者] 
92.3％が（生徒本人が）
高校に満足していると回
答 
[学校運営協議会] 
・ ロ イ ロ ノ ー ト や あ
Claasi 活用の効果を期待
したい。端末が個人負担
で大変だが、同窓会も相
談に乗りたい。 
・Classi、ロイロノート
をなぜ使うのか、活用の
目的やゴールを明確にす
る必要がある。紙の削減
にもつながり、SDGs の理
念に沿った教育活動と考
える。 

①ロイロノートや Classi
の導入をきっかけに、教
職員一人ひとりの「一人
一台端末」への意識が高
まり、「どう使うのか」
から、「どのように学習
効果を高めるか」という
意識の変容が見られる。
一方でアプリの使用法
や、生徒への指導につい
て、不安を抱える教職員
も一定数存在する。 
 
②各種イベントはもとよ
り、学校説明会や終業式
などでも、生徒による司
会進行の場面が増えてき
た。今後はさらに生徒自
身が企画し、運営する行
事を増やしたい。 

①年度当初は、ロイロノ
ートや Classi の活用方法
について、複数回研修を
行い、職員自身の授業へ
の導入に抵抗感を減らす
ことが必要である。非常
勤講師についても、でき
るかぎり研修を受講して
もらい、授業での活用を
期待したい。 
 
②生徒会や文化祭実行委
員会に、職員がつきっき
りで指導するのではな
く、ある程度生徒の自治
や自主性に任せた行事計
画をさせるなどの工夫が
必要である。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①基本的生活習
慣 の 確 立 を 図
る。 
 
 
 
 
 
②部活動等を通
し、自己肯定感
を高め、自己理
解・多様性の理
解につなげる。 
 
 
 
 
 
 
③生徒個々の理
解のため組織的
な対応をし、ユ
ニバーサルデザ
イン（UD）の考
え方に基づいた
居心地の良い学
校をつくる。 
 
 

①授業を大切に
する態度を育成
するとともに、
法令を遵守する
意義について、
日々の指導で周
知し、基本的生
活習慣の確立を
図る。 
②自他ともに大
切にする気持ち
や自己肯定感を
高め、コミュニ
ケーション能力
を向上させると
ともに、多様性
を受容する心を
育てる。 

 
③UDの観点に基
づいた授業・環
境づくりを行
い、すべての生
徒にとって安
全・安心な学習
環境を整備す
る。また、支援
を必要とする生
徒のため、教育
相談体制を充実
させる。 

①月 5 回以上の遅
刻者への学年指導
を継続し、生徒の
時間厳守への意識
を高める。また、
服装指導、頭髪指
導を通して、生徒
の日常生活での変
化に気づくきっか
け作りを行う。  
②学習活動や対話
を通して自己理解
を深め、想像力を
働かせて、他者を
思いやりながら、
自他の立場を尊重
してものごとを考
える力を養う。 
③黒板表示の工夫
や掲示物の整理を
始めとした UD 化
の取組を推進し、
すべての生徒にと
って必要な支援を
行えるよう心がけ
る。 
③課題のある生徒
に関する情報共有
の場を設け、SC、
SSW などの専門家
等の助言に基づく
根拠のある支援を
充実させる。 

①学年指導を受
ける生徒数が減
少 さ せ ら れ た
か。個別指導を
きっかけにして
生徒の基本的な
生活習慣の変化
に気づく件数が
増加したか。 
②適性検査や総
合的な探究の時
間における活動
を通して、自己
理解につながる
学びの場を提供
することができ
たか。また、多
様な生き方や考
え方があること
に気づく機会を
設けられたか。 
③本校の UD 化の
取組について、
方策の具体的な
意味を意識しな
がら環境整備を
行うことができ
たか。 
③専門的助言に
基づいた根拠の
ある支援が行え
たか。 

①遅刻指導対象生徒は各学年

ともほぼ固定化され、個別指

導のきっかけとなっている。

生活面全体を指導したことで

改善した生徒もいた。 

 

②「学びみらいパス」を年度

当初に実施することで、将来

を見通すきっかけを生徒に与

えることができた。担任との

面談等を通して文理選択が適

正にできる生徒も多くなり、

進路選択の大きなヒントにな

った。 

 

③教室前面に掲示物を極力貼

らない呼びかけを行い、ほぼ

全教室でそれが達成された。

しかし、毎時間の授業の目標

と内容のマグネット表示につ

いては、活用の仕方に課題が

残った。 

③支援ニーズを精査し、神経

症圏にあるケースは心理士、

精神病圏にあるケースは医師

につないで連携しながら援助

した。また、環境調整の必要

なケースは SSW に保護者等と

連携した支援を依頼し、ケー

スに応じた専門家が関わる支

援を心がけた。さらに児童相

談所や警察など他機関と連携

して生徒の課題に対応した。 

①学校生活への意欲を持てな

い生徒が数名指導対象となっ

ており、効果的な指導ができ

ていない。 

 

②選択した進路希望の実現の

ために粘り強く努力を積み重

ねることが苦手な生徒に対し

て、常に意欲を維持させるた

めの方策を検討する必要があ

る。 

 

③授業の目標と内容のマグネ

ット表示の活用例を示した

り、他の有効な取組例を研修

で取り上げたりして、引き続

き意識の向上を図る。また、

他の有効な取り組みがあれば

紹介できるように調べて研修

等に活かしたい。 

 

③担任業務による多忙さから

ケースごとに支援会議を設定

できないことが多かった。支

援方針が学年と共有できない

こともあり、指導に反映でき

ないことがあったため、多忙

さの中でいかに支援会議の時

間を確保するか検討する必要

がある。 

[３年保護者] 
90.1％が（生徒本人が）
人を思いやる気持ちが身
に付いたと回答 
[学校運営協議会] 
・生徒支援は個人が過重
な負担を負うものではな
く、「チーム学校」で取
り組むものだと思う。時
間割の中にケース会議を
入れるなど、他の業務を
圧迫しないような工夫が
必要だろう。 
・近隣中学校の支援学級
を訪問し、保護者も交え
たガイダンス等を行うこ
とで、インクルーシブ校
に関する知識が広まると
ともに、不本意入学も減
少すると考える。 
・UD 化はダイバーシティ
が重視される今般、非常
に重要な取組だと思う
が、特にインクルーシブ
校では生徒に理解させた
い内容である。専門家を
呼んで研修を行い、生徒
に還元するなどの取組も
必要かと考える。 
横須賀市にも「人権・ダ
イバーシティ推進課ジェ
ンダー平等係」があるの
で、必要なら連携した
い。 

①本年度より SC、SSW、ス
クールメンターが週1回来
校し、多くの生徒の相談
を受けた。それによって
学校生活に対して前向き
になる生徒がいたなどの
効果があった一方で、家
庭問題などの本人や外部
の人間が改善しにくい課
題のある生徒が少なくな
い。生徒が安心して学校
生活を送れるような体制
を、学校としてさらに整
備していく必要がある。 
 
①まず、なぜ学校のルー
ルを守る必要があるのか
という根本的な概念を十
分理解できていない生徒
がかなりいる。将来の自
分の生き方を方向付ける
重要な時期であることを
自覚させ、必要な規範意
識の醸成を図る必要があ
る。 
 
③職員会議等で、課題の
ある生徒についての情報
共有は行ってきたが、ケ
ース会議などを通じて、
どう指導・支援していく
かという具体的な方策を
考える機会が少なかっ
た。 

①SC と SSW の連携をさら
に強め、必要に応じて SSW
を通じて外部の機関と連
携することで、違った視
点から問題を抱える生徒
の支援を行う機会を増や
すとともに、可能な限り
学年会等にも参加しても
らい、支援が必要な生徒
の情報共有を図る。 
 
①特別指導について、現
行の内容を精査し、出欠
席の扱いについて改定す
るなど、生徒の問題行動
に対して、学校として毅
然とした態度で指導する
ことも検討の余地があ
る。また、同様の内容で
繰り返し指導を受ける生
徒に対し、生活態度を改
善させるための工夫を職
員全員が考える必要があ
る。 
 
③ケース会議を定期的に
設定するなど、生徒や家
庭に寄り添った支援を学
校として行うことで、生
徒が安心して学校生活を
送れる環境つくりに努め
る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 21日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひと
りが自己の人生
設計のもと、進
路を選択できる
ように組織的に
支援する。 
 
 
②将来の進路希
望実現のために
努力する人間を
育てる。 

①生徒一人一人
が、自己の適性
を把握し、進路
希望の実現を図
れるよう、生徒
の実情に合った
適切な支援を行
う。 
②自身の将来の
展望をイメージ
し、それに向け
て努力を重ねる
生 徒 を 育 成 す
る。 
 

①スタディサポー
トや、適性検査、
進路説明会等を通
じて、各生徒の進
路希望が活かせる
ような支援を行
う。 
②総合的な探究の
時間や面接指導の
中で、自分のキャ
リアを主体的に想
像することができ
るような支援を行
っていく。 

①様々な指導で
得られた情報を
活かして、各生
徒の進路希望を
正確に把握し的
確に支援できた
か。 
 
②生徒一人ひと
りのニーズに合
わせた進路指導
を 支 援 で き た
か。 

①各学年ｽﾀﾃﾞｨｻﾎﾟｰﾄの事前学

習課題で意識づけを行い実施

した。学習習慣・到達度の状

況について進路希望に沿って

面談を実施した。 

 

②進路説明会では事前に質問

を取り、主体的な参加を促せ

た。また個別に質問できる機

会を積極的に設け有効活用で

きた。 

 

③他校の取組状況等を参考に

し、次年度より進路指導にお

いても Classiを活用すること

とした。 

①進路希望の定まらない生徒

に対してのアプローチや、主

体的、定期的な情報収集の支

援は細分化、より具体化する

必要がある。 

 

①ｽﾀﾃﾞｨｻﾎﾟｰﾄについて、個々

の生徒の活用状況に課題が残

った。 

 

②進路意識の醸成は進路探究

のみの時間にとどまりがちで

あるため、情報収集や考えを

深める方法を検討したい。 

 

②自身のキャリアを想像でき

ない生徒が一定数いる。 

 

③進路指導においても Classi

を有効活用できたか検証する

必要がある。 

[３年保護者] 
84.6％が（生徒本人が）
夢や希望が持てたと回答 
[学校運営協議会] 
・進路指導についても、
Classi やロイロノートは
効果が期待できる。自身
のキャリアを想像できな
い生徒が一定数いるとの
ことだが、横須賀市では
「MTT（マイタウンティー
チャー）」という市内企
業で働く大人を総合的な
探究の時間に派遣してい
る。必要があればぜひお
声掛けいただきたい。 
・スタディ・サポートの
説明がなかったが、効果
等について聞いてみた
い。 

①スタディ・サポート等
で、生徒の適性把握やキ
ャリア意識の向上を図る
ことができたが、一方で
早い段階で進学希望のレ
ベルを下げてしまった
り、学習意欲が減退して
しまったりする生徒も少
なくないので、より質の
高い進路実現の意識を保
持させる必要がある。 
 
②キャリア・パスポート
の活用について、一定の
効果は見られたが、総合
的な探究の時間以外の授
業や HR 等でも、自身の適
性や性格に応じた数年後
の自分をイメージさせる
機会を増やす必要があ
る。 

①スタディ・サポートに
ついては、導入の目的や
期待される効果、実態な
どを総括し、より効果的
な活用について議論を深
める必要がある。また、
Classi との紐づけがどの
程度できるのか、業者と
連携を深め、検証するこ
とが必要である。 
 
②Classi のポートフォリ
オ機能や、他校での活用
実績を参考に、キャリア
教育にも Classi を最大限
に生かし、より早い段階
で自身のキャリアに対す
る意識を高めるための企
画を実践していく。 

４ 地域等との協働 

①豊かな人間性
を育むために、
地域等の教育力
を活用する。 
 
 
 
 
② 地 域 に 根 差
し、地域に貢献
できるソーシャ
ル・レスポンシ
ビリティの精神
を涵養する。 

①学校運営協議
会や地域の諸組
織との交流を通
じて、地域を理
解し、地域から
信頼される学校
つ く り を 目 指
す。 
②ソーシャル・
レスポンシビリ
ティの意義を再
確認し、その精
神を滋養するた
めに地域のボラ
ンティアや各種
活動に積極的に
関与する。 

①地域の方々か
らの要望を生徒
に伝え、賛同し
た生徒を地域活
性化の人材とし
て活躍する。 
 
 
②ボランティア
や地域活動の募
集案内を整理
し、最新の情報
を広く生徒に周
知する。また、
教職員への積極
的な参加を促
す。 

①地域の方々か
らの要望に賛同
した生徒が地域
活性化の人材と
して活躍できた
か。 
 
 
②ボランティア
や地域活動の募
集案内を整理
し、生徒・教職
員の参加数が増
加したか。 
 

①「北下浦オレンジウォー

ク」などの地域活性化を目的

とした事業に生徒会をはじめ

様々な生徒がボランティア参

加した。 

 

 

②病院、保育園、福祉施設な

どの生徒の進路決定に役立つ

ボランティア活動に複数の生

徒が参加した。参加者数は昨

年度並みであった。 

①地域活性化事業が土日祝日

に行われることが多く生徒や

職員の負担を考慮して参加を

促す必要がある。また、近隣

のボランティア募集につい

て、学校を通さず直接 Google 

Form 等で集約していただく方

法を模索したい。 

 

②病院、保育園、福祉施設な

ど様々な人と関わる活動が多

いため事前の情報提供や指導

を適切に行う必要がある。 

[３年保護者] 
70.0％が（生徒本人が）
社会に貢献しようと思う
ようになったと回答 
[学校運営協議会] 
・北下浦観光協会等のイ
ベントに生徒がボランテ
ィアで参加し、大活躍し
てもらった。今後もぜひ
協力をいただきたい。 
・津久井浜高校と連携を
望んでいるNPOも多く存在
する。整理をする窓口が
あれば、キャリア教育と
地域連携を充実させる一
つのきっかけとなるだろ
う。 

①地域のイベントにボラ
ンティアとして参加する
生徒が活躍しており、非
常に好評である。参加す
る生徒が固定化してお
り、より多くの生徒が参
加できるよう募集の方法
についても工夫する必要
がある。 
 
②地域社会だけでなく、
商工会議所や行政センタ
ーとの連携により、本校
が地域にどのような貢献
ができるか検討する必要
がある。 

①ボランティアを要請す
る団体に対し、 Google 
Forms などを活用して生徒
が直接申し込めるシステ
ムを提起する。また、指
導要録等の根拠資料とし
て、ボランティア参加証
を発行してもらうなどし
て、生徒のモチベーショ
ンをあげる。 
②商工会議所や行政セン
ターを通じ、本校が連携
できる組織、団体などの
整理を行い、より広い視
点から地域貢献を考え
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①信頼される学
校 づ く り の た
め、様々な状況
を外部に情報発
信するとともに
事故・不祥事防
止に努める。 
 
 
②学校の安全な
環 境 整 備 を 行
い、生徒の学習
環 境 を 保 障 す
る。 

① ①本校の教育活
動について、保
護者や地域に向
けて、より広く
情報発信に取り
組む。 また、
教員が健康で働
きやすい職場づ
くりを進め、不
祥事防止につい
て教員の意識を
高める。 

②  
③ ② 生徒・職員

の防災意識の醸
成を図る。 
 

①ホームページ等
を用いて、広い地
域、町内会等を意
識した広報活動を
実施する。 
様々な研修を行い
教員の意識を高め
る。 
 
②環境整備や安
全・防災に関する
意識向上を、日常
の清掃・美化活動
や防災訓練などを
通じて全校に展開
する。 

①ホームページ
等を十分に活用
できたか。 
教員が CMSの操作
方法や活用方法
について学べる
効果的な研修を
実施することが
できたか。 
②環境整備や安
全・防災に関す
る活動を美化・
防災委員の生徒
とともに、全校
の生徒の意識向
上に結びつける
こ と が で き た
か。 

①ホームページを活用し、校

内の活動を発信することがで

きた。人権研修を教員と生徒

が協力して行い、有意義なも

のとなった。 

 

 

②環境整備や安全・防災に関

して、日常の清掃・美化活動

や地域清掃、防災訓練などを

通じて全校生徒の意識向上に

結びつけることができた。 

 

①ホームページの発信内容を

さらに充実し、情報発信に努

め、校内の活躍の様子をもっ

と伝えられるようにする。ま

たタイムリーな研修会を実施

する。 

 

②環境整備や安全・防災に関

する活動計画の作成に当たっ

ては、全校生徒のさらなる意

識向上に結びつけるためにモ

バイル端末の活用も視野に入

れることが必要である。 

 

[３年保護者] 
52.3％が学校の様子がよ
くわかったと回答 
[学校運営協議会] 
・HP を活用した情報発信
がやや不十分であると思
う。学校運営協議会で出
た意見をまとめ、HP 上で
公開することが必要であ
る。 
・HP は保護者や入学希望
者にとって必要な情報は
何か、という視点で掲載
する情報を精選し、必要
十分な学校情報を発信す
る必要があるだろう。 
・防災対策についても、
HP 上で情報発信されると
よいと思う。 

①本年度も必要な情報は
可能な限り迅速に発信し
てきたが、学校が考えて
いる以上に学校 HP に対す
る期待や関心が高いこと
を踏まえ、地域に愛さ
れ、必要とされる学校つ
くりを目指し、学校への
最初の入り口である HP の
内容を充実し、市民の理
解を得る必要がある。 
 
②防災訓練については、
避難訓練やDIG訓練を実施
したが、訓練のための訓
練になっていることも否
めない。 

①HP については、担当の
職員だけでなく、定期的
に掲載内容を共有するな
どして、職員全体が発信
内容に関心をもち、より
充実した HP にしていくこ
とが必要である。そのた
めに、CMS の研修を行うな
ど、HP の仕組みについて
も職員に広めていく。 
②東日本大震災や能登半
島地震の事例を教訓に、
危機管理の専門家を招聘
して研修を行い、より実
効的な防災訓練を計画
し、生徒・職員の防災意
識の向上を図る。また、
分教室を巻き込んだ防災
訓練を実施する。 

 


